
都市計画の案の理由書  

 

１  種類 ・ 名称  

  東京 都 市計 画 地 区計 画  

補助 ２３ ０ 号線 大泉 学園 町 地区 地区 計画  

 

２  理  由  

本地 区は 練 馬区 の北 西部 に 位置 し、耕 地整 理で 碁盤 の目 状 に

整備 され た ゆと りあ る街 区 が広 がっ てい る 。全 域が 大泉 風 致地

区に 指定 さ れて おり 、地 区 内を 南北 に通 る 大泉 学園 通り の 沿道

には 、桜 並 木や 商店 街が 広 がり 、後 背地 は 、豊 かな みど り を備

えた 良質 な 住宅 地と なっ て いる 。  

地区 内に は 、都 営地 下鉄 大 江戸 線の 光が 丘 駅か ら大 泉学 園 町

方面 への 延 伸に 伴う 新駅 の 設置 が予 定さ れ てお り、延伸 の 導入

空 間 と な る 東 京 都 市 計 画 道 路 幹 線 街 路 補 助 線 街 路 第 ２ ３ ０ 号

線（ 以下「 補助 ２ ３０ 号線 」とい う 。）の 整 備 が 進 め られ てい る 。  

新 たな 拠 点 の 形 成 、防 災 性 の 向 上 およ び 緑 豊 か で 良好 な 住 環

境 の保 全 ・ 創 出 を 図る こ と を 目 的 とし て 、 令 和 ４ 年に 地 区 計画

を決 定し た 。  

本地 区東 部 では 、東 京 都市 計画 道路 幹線 街 路補 助線 街路 第 ２

３３ 号線（以 下「 補助 ２３ ３ 号線 」と いう。）の 整 備が 進め ら れ

てお り、沿 道で は街 並み の 大き な変 化が 見 込ま れる 。補 助 ２３

３号 線 は 、東京 都防 災都 市 づく り推 進計 画 にお いて 一般 延 焼遮

断帯 に位 置 付け られ て お り 、練 馬区 都市 計 画マ スタ ープ ラ ンに

おい ては 、補助 ２３ ３ 号 線 沿道 では 周囲 と 調和 のと れた 建 物の

中層 化を め ざす ほか 、道 路 整備 の進 捗や 周 辺環 境に 配慮 し なが

ら、延焼 遮 断帯 の形 成等 で 防災 対策 を講 じ 、災 害に 強い ま ちづ

くり を進 め ると して いる 。  

重点 地区 ま ちづ くり 計画「 補助 ２３ ３ 号 線 沿道 地区 」にお い

ても 、幹 線 道路 沿道 にふ さ わし い土 地利 用 の誘 導を 図る と とも

に、みど り 豊 か で良 好な 居 住環 境に 配慮 し つつ 、災 害に 強 く安

全・ 安心 な まち づく りを 進 めて いく こと と して いる 。  



以上 のこ と から 、補助 ２３ ３ 号線 の整 備に 伴 い 、面 積 約 ３１ ．

４ヘ クタ ー ルの 区域 のう ち 、面 積約 ０．７ ヘク ター ル に つ いて

地区 計画 を 変 更 する もの で ある 。  


